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要      約 
2005 年 10～11 月に青森県～茨城県沖の水深 150～900m で着底トロールによる調査を

行い、面積－密度法により資源量を推定した。漁獲対象サイズの資源量は 8,299 千尾、1,648
トンで、尾数では 2004 年を若干下回ったが、重量は 2004 年より増加した。2006 年漁期

の雄の加入量は 2,420 千尾で 2005 年と同レベル、2007 年もほぼ同じ 2,433 千尾と推測さ

れた。雌の 2006 年の加入量は 2,537 千尾と 2005 年よりも減少したが、2007 年は 2,733
千尾と 2005 年よりも若干多く過去最高値であると推定された。 

2005 年の資源水準は中位で、資源量推定値は変動しているが、最近年の CPUE、資源

量指数も安定していることから横ばい傾向と判断した。 
漁獲量は推定された資源量に対して少ない傾向にあり、現状での資源利用度はそれほど

大きくない。したがって現在の漁獲を維持しつつ雌ガニの資源量を現状水準以上に維持し、

全体の資源量を減少させないことを管理目標とした。 
ABC 算定のための基本規則 1－3)－(2)に基づき、Flimit=Fcurrent×β1、Ftarget=Flimit

×α とし、β1＝1、α＝0.7 として ABC を算出した。 
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2007 年以降の翌年加入予定資源量に過去の値をランダムに発生させて 2007～2016 年の動向をシミ

ュレートした。A（％）：漁期後の雌ガニ資源量が平均値(470 トン)を下回る確率、B（％）：漁期後の

雌ガニ資源量が過去最低値を下回る確率、C：2007～2016 年の漁期後の雌ガニ資源量の平均値、D：

2007～2016 年の平均漁獲量 漁獲量 10 トン未満を四捨五入 

Fcurrent には 2003～2005 年の平均値 Fave 3-yr を用いた。Ｆ値は完全加入年齢（漁獲

対象資源）における値。ABC は 10 トン未満を四捨五入した値である。 
 
 



年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合 
2004 1,500 132    0.1 8.7% 
2005 1,600 122 0.08 7.3% 
2006 2,300    

2004 年、2005 年の資源量は各年 10 月のトロール調査結果から得られた値で、漁獲対象資源量。 
2006 年資源量は 2005 年資源量からの予測値で 100 トン未満を四捨五入した値。漁獲量は漁期年（12 月
～翌年３月）で集計。 
 

 指  標 値 設 定 理 由 
Bban 未設定   
Blimit 漁期後の雌資源量 2000 年水準（1998～

2005 年の最低値 290
トン） 

このレベルであれ
ば、漁期後の雌資源
量の変動幅に収ま
る。これより減少す
る傾向が 2 年以上連
続する場合、何らか
の措置を講じる 

2005 年親魚量 

 
(漁期後の雌資源量)

 470 トン  

水準：中位  動向：横ばい 
 
１．まえがき 
太平洋北部海域（北海道を除く、以下同じ）では、ズワイガニは主に沖合底びき網漁業

（以下沖底と称する）により漁獲されている。1995 年以降の漁獲量は 102～354 トンで、

日本海やオホーツク海に較べて少ないが、福島県では重要な資源の 1 つであり、同県の漁

獲量は太平洋北部海域で漁獲されるズワイガニの 65～99％を占める。そのため、稚ガニが

多数生息する場所での操業の自粛や、１隻１航海あたり水揚量の制限、操業期間の短縮な

どの自主規制処置を漁業者自らが講じ

ている。  
 
２．生態 
（１）分布・回遊 
太平洋北部海域においては、青森県

～茨城県沖合の水深 150～750m に分

布することが確認されており、宮城～

福島県沖で分布密度が高い（北川ほか 

1997ａ；1997b、北川 2000、服部ほ

か 1998；1999）。 
漁獲可能なサイズ（オス：甲幅

80mm 以上、雌：甲幅 70mm 以上）

は水深 400～500m に多い傾向があり 図 1．太平洋北部海域(北海道を除く)の 
ズワイガニの分布











４．資源の状態 

（１）資源評価の方法 
2005 年秋季に太平洋北部海域全域で着底トロール網による底魚類資源量調査を実施し

（水深 150～900m、計 149 地点、補足資料１参照）、海域を北部と南部に 4 分割して 50～
100m 幅の水深帯別に層化して面積－密度法により資源量を推定した。 

トロール網の採集効率（網を曳いた場所にいたカニの何割が網に入るのかを示す係数）

は、曳航式深海ビデオカメラの観察によって確認された生息密度とトロール網の漁獲密度

との比率から 0.3 とした（渡部・北川 2004）。 
これらの結果から、雌雄別に甲幅別資源量を計算し、2005 年の漁獲対象資源量、2006

年および 2007 年の加入量を推定して、2007 年までの資源動向を予測した（補足資料 1）。 
本調査は 1996 年から行っているが 2002 年以降、資源量推定精度向上のために調査点数

の増加や配置の変更を行っており、2003 年以前については、南北方向を従来の 2 区分か

ら 4 区分にして合計 32 層で資源量を推定した。2004 年以降のデータでは、南北方向の 4
区分に加えズワイガニの主分布水深帯である 200～500m を水深幅 50m に区分して合計

48 層で計算を行った。 
なお、水深区分の変更に伴い各層の面積は新たに計算した値を用いた。以後特に断りが

無い場合、トロール調査結果を用いて推定され数値は、新しい層区分と面積に基づいたも

のである。 
 

（２）資源量指標値の推移 
本種を漁獲する主要漁業である沖底（オッタートロール）の漁期（12～3 月）中の漁獲

成績報告書データから求めた CPUE（kg／網）の経年変化を図 7 に、資源量指数（P）の

経年変化を図 8 に示した。資源量指数は漁期における漁区毎の CPUE に漁区の面積を乗じ

た物を合算した数値で以下の式により示される。ここでは各漁区の面積（Ai）はほぼ等し

いので Ai=1 として計算を行った。 
 

Ci：漁区 i の漁獲量 
 

聞き取り情報などから当海域におけるズワイガニの漁獲は、着業者の漁獲努力の全てが

ズ

を通じてズワイガニ専業で出漁する漁船は少ない

と

Xi
CiAP

i
i∑=

Xi：漁区 i の操業網数

Ai：漁区 i の面積 
 

ワイガニに向けられた結果によるものではなく、ズワイガニの漁場形成状況と価格や需

要の動向、他魚種の漁況によりズワイガニを対象とした操業と他魚種を対象とした操業を

切り替えて行っていると考えられる。 
特に近年は魚価の低迷から、全漁期間

の情報もある。また、ズワイガニは分布域に均等に分布するのではなく、ある程度濃密

に集群しているといわれており、漁業者からの情報では、日没後によく漁獲されることな

どから、ズワイガニを狙う操業では集群している場所で夜間の操業を行うという。このた



め、ズワイガニ狙いによる漁獲と混獲ではズワイガニの漁獲状況が大きく異なることが推

測され、CPUE 等の検討においては両者を区別する必要があると考えられる。しかし、操

業漁区や努力量の情報が得られる唯一の統計資料である沖合底びき網漁業漁獲成績報告書

の記載では、操業状況や漁獲が１日毎にまとめられており、狙い操業と混獲の区別は困難

である。そこで混獲による影響をできる限り小さくする目的で、ズワイガニの漁期におけ

る福島県漁船による操業のうち毎年操業実績のある漁区について集計を行った。 
CPUEは 1996～1998年には 56～66kg／網あったが 1999年には 43kg／網に減少した。

そ

 
 
漁場における資源量指数は 1997 年に 660 と最も高い値を示した後は 400 前後で安定

し

 
 

の後 2001～2005 年（2005 年は 12 月のみの値で暫定値）は 33～45kg／網前後で増減

している（図 7）。 

主

ている。これらのことから、中心漁場周辺におけるズワイガニの資源は比較的安定して

いると考えられる（図 8）。 
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図 8．福島県沖底漁船の中心漁場における資源量指数

図 7．福島県沖底漁船の中心漁場におけるオッタートロールによるズワイガニの
CPUE（kg／網）の経年変化 
※年は漁期年を示し、2005 年は 12 月のみの値 
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５．資源管理の方策 

（１）再生産関係 
年齢が不明であること、産卵親ガニの量と加入量の関係を検討するためのデータ年数が

不

（２）今後の加入量の見積り 
得られた加入前の資源尾数を、表 4 に加入前資源尾数から

推

003 年までは 40～60mm が脱皮し翌年の 60～80mm に、60～
80

に

ると考えられる 2005 年の加入前の雄資源尾数は 3,434 千尾と過去最高

と

80mm

個体の資源尾数（千尾） 
性別 甲幅 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

 雄 42-56mm 1,465 586 1,987 259 1,756 1,987 3,719 2,272 2,302

56-74mm 2,526 877 2,760 1,731 504 3,175 5,397 5,583 4,225 3,765

74-80mm 568 172 1,136 727 380 1,023 676 522 1,321 1,489

翌年加入 1,832 610 2,516 1,592 632 2,611 3,375 3,314 3,434 3,371

 雌 42-56mm 1,369 342 1,477 298 1,688 1,077 2,184 1,628 2,160

56-76mm 2,453 656 2,418 1,107 284 4,699 2,685 3,871 3,599 3,689

足していることから再生産関係については不明である。 
 

表 3 に各年の資源量調査から

定した加入量を示した。 
雄の加入量については、2
mm が脱皮して翌年に 80mm 以上の漁獲対象サイズになると仮定して計算してきた。

2004 年調査以降、ズワイガニ分布域における調査点数増加によってズワイガニの採集個体

数が増加し、甲幅組成の分解によって成長過程を推測することができた。2004 年の甲幅組

成の分解結果から、42～56mm が翌年 56～74mm に、56～74mm は翌年 74～86mm にな

ると推定された。甲幅組成から74～86mmのうち、約半数の80mm以上が漁獲対象となり、

残りの半数の74～80mmのうち最終脱皮していない個体はその翌年に脱皮して86mm以上

となり漁獲加入すると考えた。 

表 3．甲幅 80mm 未満の未成熟

表 4 加入量の推定値（千尾） 
性別 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 平均

雄 1,291 430 1,773 1,122 445 1,840 2,378 2,335 2,420 2,376 1,641

雌 1,728 462 1,704 780 200 3,311 1,892 2,728 2,537 2,600 1,794

これらのことから N 年の雄の加入量は N-1 年の 56～74mm のうち脱皮して 80mm 以上

成長した個体とN-2年に脱皮してN-1年に 74～80mmであった未最終脱皮個体が脱皮し

て 86mm 以上となった個体の合計となる。実際の計算においては N+1 年に加入する予定の

個体数は N 年の 56～74mm の半数と N 年の 74～80mm の個体数の合計として求めた（表

３の翌年加入）。 
2006 年に加入す

なった。2007 年に加入すると考えられる雄資源尾数は 3,371 千尾と過去 3 番目の値とな

っている（表 3）。これらの値から推定した 2006 年、2007 年の雄の加入量はそれぞれ 2,420
千尾、2,376 千尾と多く、2007 年までの雄の加入状況は良好であると予想される。 

雌の加入量については、雄同様に 40～60mm が脱皮し翌年の 60～80mm に、60～







よるズワイガニに対する依存度に影響を受けていると考えられる。今後の魚価の上昇や他

魚種の漁獲不振などからズワイガニの重要度が増すことにより漁獲圧が高まる可能性も考

えられ、特に再放流個体の生残が悪い場合には、漁業が資源変動に大きな影響を与えるこ

ともありうる。 
表 5 に 2007 年以降の F の変化による漁獲量と資源量の変化を示した。2008 年以降の加

入

表 5． F の変化による漁獲量と資源量の変化 

量を一定（1997～2005 年の平均値）として計算した数値であり参考としての値である。

これを見ると 2006～2007 年の加入が良好なため 2007 年までは漁獲量、資源量ともに増加

する。その後は 0.7Fcurrent（Ftarget に相当）では漁獲量、資源量ともに微増する。

1.0Fcurrent 以上に F を高めると漁獲量、資源量ともに減少する。 

  漁獲量(トン) 

F 基準値 6 2007 2008 2009 2010 2011 2005 200

0.08 0.7  Fcurrent 122 280 213 214 213 216 217 

0.12 1.0Fcurrent 122 269 299 292 285 284 283 

0.13 1.1Fcurrent 122 280 322 312 303 301 299 

0.14 1.2Fcurrent 122 280 344 331 320 317 314 

0.18 1.5Fcurrent 122 280 434 405 383 374 367 

0.24 2.0Fcurrent 122 280 562 500 460 440 427 

0.32* 2.7Fcurrent 122 280 722 604 536 502 482 

  
資源量(トン) 

F 基準値 6 2007 2008 2009 2010 2011 2005 200

0.08 0.7  Fcurrent 1655 2330 2759 2771 2761 2793 2813 

0.12 1.0Fcurrent 1655 2330 2759 2694 2631 2624 2614 

0.13 1.1Fcurrent 1655 2330 2759 2673 2598 2581 2565 

0.14 1.2Fcurrent 1655 2330 2759 2652 2564 2538 2515 

0.18 1.5Fcurrent 1655 2330 2759 2571 2434 2375 2331 

0.24 2.0Fcurrent 1655 2330 2759 2455 2257 2161 2096 

0.32* 2.7Fcurrent 1655 2330 2759 2310 2049 1921 1842 

*：1997 年以降の F の最高値 

 
（５）漁獲制御方法の提案 

も低く、積極的かつ継続的に本種を漁獲する漁業は限られてい

る

現状の漁獲量は ABC より

ため、資源量に対する漁獲の影響は小さいと推測される。このため、現状程度の漁獲で

あれば、資源の増減に大きな影響を与える可能性は低いと考えられる。資源も中位で安定

していることから、現状の漁獲を維持する。 













表に示した 2005 年（当初）の数値は改訂前の層区分、海底面積、加入過程により計算

し、平成 16 年度資源評価報告に示した数値である。また、2005 年再評価、再々評価、2006
年は改訂後の海底面積、層区分及び加入量算定方法によって推定した資源量に基づいたも

のである。 
2005 年（当初）においては、維持すべき雌ガニ資源量の下限を 1996～2002 年における

漁期後の雌ガニ資源量の平均値（520 トン）とした。2003 年の資源量調査結果をもとに

させ、漁期後の資源重量の動向を見た結果、2004 年の漁獲量を 220
ト

2005 年当初と同じ管理目標、基準により、2004 年の資源量と

過

2003～2005 年の平均 F 値(0.12)を用いて推定した 2005 年の漁獲量を

A

0.7 として算定した。 
 

と腹節の内側に卵を有しない雌ガニの採捕の周年禁止等、規制を

徹

ニの再生産に重要である雌ガニの保護策について検討する必要があ

る

の設定を検討するべきである。 
量に

化が生じる。現在はスルメイカやマダラ、アガガレイ、ミズダコなど漁獲が比較的好調

れているため最近年ではズワイガニ狙いの努力量は

少

2005 年以降の F を変化

ンとし、以降同じ F 値(0.07)で漁獲を行うと仮定すると、漁期後の雌ガニ資源量は 520
トン、雌雄合計の資源量は 2,600 トンでそれぞれ安定する。 

2005 年（再評価）では

去 3 年（2002～2004 年）の平均 F 値（0.13）を管理基準として推定した当該年の漁獲

量を ABClimit とした。 
2005 年（再々評価）では 2005 年（再評価）と同じ管理目標、基準を用い、2005 年の

資源量および

BClimit とした。 
2006 年（再評価）では、2006 年当初と同じ管理目標、基準により、2005 年（再々評価）

と同様に 2005 年の資源量と過去 3 年（2003～2005 年）の平均 F 値（0.12）を管理基準

として推定した当該年の漁獲量を ABClimit とした。 
ABCtarget は各年ともに資源量推定の誤差などを考慮し α=

評価対象年 

（当初・再評価） 
管理基準 

資源量 

（トン） 

ABClimit 

（トン） 

ABCtarget 

（トン） 

漁獲量 

（トン） 

2005 年（当 初） Fave 3-yr 3,856 410 280  

2005 年（再評価） Fave 3-yr 2,138 250 170  

2005 年（再々評価） Fave 3-yr 1,648 180 130 122 

2006 年（当 初） Fave 3-yr 2,594 310 220  

2006 年（再評価） Fave 3-yr 2,328 250 180  

７．ＡＢＣ以外の管理方策への提言 
甲幅 8cm 未満の雄ガニ

底するとともに漁期（12 月 10 日～翌 3 月 31 日）以外の混獲を避けることが必要であ

る。加えて、漁期外の混獲物および漁獲対象外の再放流個体の生残を高めることも重要で

ある。また、ズワイガ

。特に、雌雄別の漁獲重量はほぼ等しいか雌が多い傾向があり、漁獲対象の雌雄の体重

差から、個体数レベルではメスは雄の 3 倍以上漁獲されていると推測される。今後、雌雄

別の漁獲状況や資源状況に応じた雌雄別の ABC、TAC
当海域のズワイガニ漁業は他魚種の漁況や価格動向によってズワイガニ狙いの努力

変

で、これらの魚種へ漁獲努力が向けら

ないと考えられる。しかし、今後これらの資源状況が悪化した場合にズワイガニの重要



度が高まる事も想定され、ズワイガニ以外の重要種の漁獲減少を補うために高い漁獲圧が

かかる可能性もある。一方で単価が低いという現実があり、現状程度の漁獲を維持しなが

らもある程度の水揚げ金額を得るためには、需要の高い時期に絞った水揚げやブランド化

などにより単価を引き上げる必要がある。 
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